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横溝 博  博士学位請求論文 
「『いはでしのぶ』と中世王朝物語の研究」 審査報告要旨 
 
本論文は、課程による博士学位の請求者である 横溝 博氏が、早稲田大学大学院文学研究科の修
士課程に入学した 1995年以降、博士後期課程を経て今日にいたるまで、およそ 10年にわたって取
り組んできた、『いはでしのぶ』を中心とする中世王朝物語の研究成果をまとめたものである。 
横溝氏は、これまでに全国的な学会の学術雑誌等にも少なからぬ研究論文を発表している。本論
文は、そうした既発表の諸論考をもとにしつつ、全体の体系性を考慮し、書き下ろしの論考をも加
えて、全三章（計 21 の節）、及び序章・附章からなっている。序章から第三章までの論文部分だけ
でも、400字詰原稿用紙に換算して 1000枚を優に超える分量を有しているが、さらに「『いはでし
のぶ』資料集」と題された附章では、これまであまり整理されていなかった『いはでしのぶ』研究
の基礎的情報などが、400字詰換算でおよそ 1000枚にも及ぶ膨大な資料（計 10節）としてまとめ
られている。 
「序章 『いはでしのぶ』と中世王朝物語論」では、『いはでしのぶ』の先行研究の状況をおさえ
つつ、『いはでしのぶ』ならびに中世王朝物語の研究の目指すべき方向を提示している。『いはでし
のぶ』は、専門家の間ではその質の高さが広く認められている。全八巻から成る大作であったと推
定されるのだが、巻三以降は、抜書本等によって断片的にしか読めないという事情があるため、一
般に知られる機会も乏しい上に、その研究も永らく貧寒たる状況が続いてきた。横溝氏は、まず丁
寧に先行研究の問題点を整理し、過去の作品論的諸論考が、それぞれ積極的に〈読み〉の方向を示
しながらも、結局は個々の論がかみあわぬまますれ違ってしまっているという状況をとらえる。そ
して、今後は平安時代物語の研究に引きずられるような作品論ではなくて、具体的な論証を伴う形
で、中世王朝物語独自の研究方法を確立すべきであるとする。その実践が本論文にほかならない。 
「第一章 『いはでしのぶ』の諸本と本文」は、『いはでしのぶ』研究の基礎論に相当する。まず、
第一節において現存『いはでしのぶ』諸本の紹介・整理がなされたあと、第二節から第七節までの
論考で、諸本の異同の確認・整理、抜書本（三条西家本）の性格と資料的価値の吟味など、本文に
関する研究が実証的に展開されている。なかでも特筆すべきは、新出資料である冷泉家時雨亭文庫
蔵「いはでしのぶ」残簡をとりあげた第四節から第六節であろう。当該資料を初めて紹介した「解
題」の不備を正すとともに、新たに『いはでしのぶ』の物語復元案を作成・提示するなど、きわめ
て重要な成果がまとめられており、斯界の注目を集めた論考群である。 
「第二章 『いはでしのぶ』の表現と作品世界」は、表現論を志向しつつ、物語世界の特質を解
明してゆこうとする 7 つの節からなる。そもそも、全八巻と推定される物語の全体を論ずることが
きわめて困難な作品ではあるが、巻三以降の断片もある程度の連続性を保っていることから、横溝
氏は作品の全体像をつねに意識しつつ、表現の論理を明らかにしてゆこうとする。第一節では、『い
はでしのぶ』の作中和歌 304首のうち 34首を収載する『風葉集』を足がかりとして、鎌倉時代前期
までの物語文学における『いはでしのぶ』の基本的な位置、あるいはその物語内容のバランスの良
さなどをとらえている。つづく第二節・第三節は、巻四以前の皇統をめぐる物語内容と桜の喩との
関係性を中心として、表現の展開相をとらえる論考である。また、巻五以降については、摂関家の
正嫡をめぐる物語ととらえ、第六節・第七節において、特にクライマックスとなる右大将遁世譚が
扱われている。殊に第六節では、この遁世譚が、『今とりかへばや』における女大将の宇治行きの物
語を踏襲しているという新たな発見にもとづき、その意義などが論じられている。一方、第四節と
第五節は、表現それ自体を対象とする論考である。第四節は、『千載集』『新古今集』などで開拓さ
れた新しい表現を多用している点に注目する文体論、また第五節は、特に特異な歌語表現に注目し
て、『古今集』から『いはでしのぶ』以降の物語作品にまで及ぶ表現史論となっている。 
以上の第二章までが、『いはでしのぶ』の「総合的」と呼びうる研究としてまとめられているわけ
だが、「第三章 『いはでしのぶ』前後 平安後期から南北朝・室町期の物語論」は、題名に明示さ
れるとおり、『浜松中納言物語』『夜の寝覚』などの平安後期物語から、『木幡の時雨』のような南北
朝・室町期成立の物語までを対象とする。そして、『いはでしのぶ』論との連結・照応、またより大
きな「物語文学史論」の構築が意識されながら、各作品に内在する物語の論理がとらえられている。
計 7 つの節からなるが、いずれも従来の作品論の単なる踏襲ではなく、新たな視点・論点が導入さ
れている。たとえば、第一節の『浜松中納言物語』論は、「ことばを発しない」吉野の姫君に注目し、
その人物造型の意義が論じられているが、ことは『浜松中納言物語』の問題にとどまらず、『狭衣物
語』の源氏の宮、さらには『いはでしのぶ』の一品の宮など、物語文学史上特に重要な作品におけ
る中心人物たちとの連続性がとらえられるのである。もとより、この章で扱われていない作品も数
多く存在するわけで、横溝氏の「中世王朝物語史論」（ひいては「物語文学史論」）は、今のところ
まだ一部分にすぎないというべきであろうが、『いはでしのぶ』の本格的な研究を基盤とする、新た
な充実した「物語文学史」の片鱗はみえてきているといってよかろう。 
さらに「附章 『いはでしのぶ』資料集」については、論文本体とは別個のものとみなすべきで
あろうが、『いはでしのぶ』写本群に関する翻刻・校注、また典拠一覧、和歌総覧、和歌全句索引、
系図、年立など、この物語作品の基礎的研究の成果として、あるいは今後の研究の進展に資するさ
まざまな情報の集成として、学術的な価値がきわめて高いということを特に強調しておきたい。 
以上述べたように、本論文は、『いはでしのぶ』の総合的な研究論文として、きわめて高いプライ
オリティを有している。一方、鎌倉時代の後宮サロンなどの実態と物語の生成・享受との関係など、
今後掘り下げられるべき課題もみえてきた。また、中世王朝物語文学史の研究としてはその一部分
がまとまった段階というべきではあろうが、『いはでしのぶ』という、中世王朝物語の指標となるよ
うな作品の研究を軸として、これからますます発展することが期待される。 
よって、ここに本論文が「博士（文学）」の学位を受けるに充分値するものであることを認定する。 
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